
様式３ 

事後評価概要資料 

番号 2001 担当課名  道路街路課 

事業名 道路改築事業 事業主体 埼玉県 

路線・河川・地区名 主要地方道練馬
ね り ま

所沢
ところざわ

線
せん

（下安松
しもやすまつ

） 事業箇所 所沢市 

事業完了年 令和２年３月 事業完了後の経過年数 ２年 

事 
 

業 
 

概 
 

要 

目 的 交通渋滞緩和と安全で円滑な交通の確保 

必要性 

 主要地方道練馬所沢線は、東京都境を起点とし、所沢市内の一般国道４６３号まで

を結ぶ主要な幹線道路である。本路線は第一次緊急輸送道路に指定されており、災害

時の救命活動や物資輸送を行う重要な道路である。また、現道の一部区間は小学校の

通学路に指定されている。 

 本路線では、交通の集中により慢性的な交通渋滞が発生しており、交通事故も度々

発生していた。このため、交通渋滞の緩和と安全で円滑な道路交通の確保のためバイ

パス整備を行った。 

効 果 
 広域的な幹線道路の交通の円滑化および通学児童を含む通行者の安全性が向上し

た。 

事業内容 

総事業費   5,400百万円（税抜） 
事業期間 平成５年度～令和元年度 

（２７年間） 

 バイパス整備 

延長：430m、幅員：22.0m（4車線、両側歩道） 

主な構造物：下安松和田陸橋（橋長 95.0m） 

事業概要図 

 位置図 
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事業の効果 

の発現状況 

（１）現道交通量の減少[台／１２ｈ]（平日） 

 開通前(R1.6) 開通後(R2.11) 差 

東所沢和田 2丁目 

交差点（バイパス） 
― １０，３８８ ― 

愛宕山交差点 

（現道） 
３，５４９ ２，８８５ 

－６６４ 

（１８．７％減） 

 

（２）安全性の向上 

 開通前 開通後 差 

大型車交通量(台/12h) 

※愛宕山交差点 
５１５ ２４４ 

－２７１ 

（５２．６％減） 

交通事故件数（件） ７ ３ －４ 

          ※交通量調査：R1.6（開通前）・R2.11（開通後） 

          ※事故件数 ：H31.3～R2.2（開通前）・R2.3～R3.2（開通後） 

 

（３）走行時間の短縮（松郷交差点～下安松交差点） 

 現道 バイパス 短縮時間 

走行時間（分） ９ ３ ６ 
 

効果分析の 

要因の変化 

再評価時（平成２５年度）との比較 

 ・総事業費   ４，６３０百万円  ⇒ ５，４００百万円 

 ・供用年度   平成２９年度    ⇒ 令和元年度 

 ・計画交通量  ２２，６００台／日 ⇒ １３，７１２台／日（実測） 

事業実施によ

る副次的効果 

（災害時のネットワーク強化） 

  東京都境から狭山市内の一般国道１６号までの約１２．６ｋｍ区間が４車線で繋 

 がり、災害発生時は東京都と連携した効率的な救命活動や物資輸送が可能となった。 

 

（公共交通の利便性向上） 

  現道では路線バスが運行されており、本バイパスの整備によって現道の交通渋滞 

 が緩和され、バスの定時性が向上した。 

 

（安全な通行空間の確保） 

  バイパスにおける歩行者、自転車の通行空間の整備により、通行者の安全性が確 

 保された。また、 

 小学校の通学路となっている現道の交通量が減少したことにより、通学児童の安全 

 性が向上した。 

評価結果及び対応方針 

（評価結果） 

 本バイパスの整備により、広域的な幹線道路網が形成され、交通の円滑化が図られ 

るとともに、バイパスにおける歩行者・自転車通行空間の確保や交通転換による現道 

の交通量の減少など、通行者の安全性が向上した。 

 

（対応方針） 

 現時点で現道の渋滞緩和や安全で円滑な交通の確保は達成しており、事業効果は発 

現している。また、今後は東京都の事業が進捗することにより更なる利便性向上が図

られる。 

 以上のことから、事業の有効性は確認されており、今後改めて事業評価を行う必要 

はない。 

特記事項 なし 

 


